
世
界
的
博
物
学
者
で
、
日
本
民

俗
学
の
創
始
者
、
柳
田
國
男
を

し
て「
日
本
人
の
可
能
性
の
極
限
」と

い
わ
し
め
た
南
方
熊
楠
は
、
慶
応
3

（
1
8
6
7
）年
に
和
歌
山
城
下
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
十
数
カ
国
語
を
駆
使

し
、植
物
学
、民
俗
学
な
ど
多
方
面
に

そ
の
才
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。
南
方

熊
楠
の
名
を
世
界
的
に
有
名
に
し
た

の
は
、科
学
雑
誌『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』『
ノ
ー

ツ・ア
ン
ド・ク
エ
リ
ー
ズ
』へ
の
寄
稿
で

し
た
。『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』誌
に
掲
載
さ
れ

た
熊
楠
の
論
文
は
50
本
に
上
り
、現
在

で
も
個
人
で
は
最
多
掲
載
数
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、現
在
も
っ

と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、エ
コ
ロ

ジ
ー
の
先
駆
者
と
し
て
の
熊
楠
で
す
。

逮
捕
さ
れ
て
ま
で
神
社
合
祀
に
反
対

し
た
の
は
、
鎮
守
の
森
と
し
て
守
ら
れ

て
き
た
森
林
が
な
く
な
る
こ
と
に
↘

J
R
紀
伊
田
辺
駅
に
降
り
立
つ
と
、
堂
々
と

し
た
弁
慶
像
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
牛
若

丸（
源
義
経
）と
の
京
都
五
条
大
橋
で
の
出
会
い
や
、

奥
州
平
泉
で
仁
王
立
ち
し
て
戦
死
し
た
話
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
伝
承
が
残
る
武
蔵
坊
弁
慶
の
出
生
地
は

田
辺
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
義
経
記
』や『
弁
慶

物
語
』な
ど
を
基
に
伝
説
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

熊
野
別
当
嫡
子
で
あ
る
説
や
幼
少
期
に
ま
つ
わ
る
史

跡
が
多
く
残
る
こ
と
か
ら
、
田
辺
生
誕
説
が
有
力

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
弁
慶
の
父
と
さ
れ
る
熊
野
別
当

湛
増
ゆ
か
り
の
鬪
雞
神
社
を
は
じ
め
、
弁
慶
の
腰
掛

石
や
弁
慶
松
な
ど
の
史
跡
が
田
辺
市
内
各
所
に
あ

り
、田
辺
の
か
わ
いい
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー“
た
な

べ
ぇ
”と
し
て
も
人
気
で
す
。

山
本
玄
峰
老
師（
１
８
６
６
～
１
９
６
１
）は

田
辺
市
本
宮
町
出
身
の
禅
僧
で
す
。
昭

和
に
な
っ
て
著
名
人
が
数
多
く
参
禅
し
た
、
静

岡
県
三
島
市
の
龍

り
ゅ
う

沢た
く

寺じ

住
職
と
し
て
名
高
く
、

鈴
木
貫
太
郎
首
相
に
終
戦
を
勧
め
、
新
憲
法
に

お
け
る
天
皇
の
地
位
に
つ
き
象
徴
天
皇
制
を
示

唆
し
ま
し
た
。
ま
た
、
終
戦
の
詔
勅「
耐
え
難

き
を
耐
え
、
忍
び
難
き
を
忍
び
」の
文
言
を
進

言
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
代
前

半
頃
か
ら
筏
流
し
な
ど
の
肉
体
労
働
に
従
事

し
、
失
明
し
た
の
ち
各
地
を
放
浪
、
7
回
目
の

四
国
八
十
八
箇
所
巡
礼
の
途
上
で
倒
れ
た
と
こ

ろ
を
助
け
ら
れ
た
高
知
県
雪
渓
寺
で
厳
し
い
修

行
の
生
活
に
入
り
ま
し
た
。全
国
の
寺
々
を
回
っ

て
修
行
し
、
ま
た
寺
の
再
興
に
も
力
を
尽
く
し

ま
し
た
。
欧
米
各
国
を
訪
問
し
て
帰
国
後
妙

心
寺
派
官
長
、の
ち
に
龍
沢
寺
の
住
職
に
な
り

ま
し
た
。
96
歳
で
断
食
し
て
遷
化
。
田
辺
市
本

宮
町
渡
瀬
に
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

田
辺
市
ゆ
か
り
の
人
物

冬

秋

夏

春

武
蔵
坊
弁
慶

【
む
さ
し
ぼ
う
べ
ん
け
い
】

山
本
玄
峰【やまも

と
げ
ん
ぽ
う
】

南
方
熊
楠

【
み
な
か
た
く
ま
ぐ
す
】

植
芝
盛
平

【
う
え
し
ば
も
り
へい
】

【3月】
1日◆アマゴ解禁／日高川･富田川･日置川･熊野川／
　　　　　　　　 各河川の漁業組合へ

【4月】
13～15日◆熊野本宮大社例大祭／本宮町／
　　　 熊野本宮大社0735-42-0009
29日◆七越祭／本宮町七越／10:30～／
　　　 熊野本宮観光協会0735-42-0735

【5月】
3日◆船玉神社祭／本宮町発心門／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
5日◆御田植神事／稲成町・伊作田（いさいだ）稲荷神社
　　　 田辺観光協会0739-26-9929
下旬～6月上旬◆ホタル観賞会／長野地区／ 三栖コミュニティセンター0739-34-0022
下旬～6月上旬◆ホタル観賞会／鮎川小川地区／ 大塔観光協会0739-48-0301
下旬～6月上旬◆鮎解禁／日高川･富田川･日置川･熊野川／ 各河川の漁業組合へ

【7月】　
1日～8月31日◆扇ヶ浜海開き／田辺扇ヶ浜海水浴場／ 田辺観光協会0739-26-9929
13日◆ぎおんさん夜見世／新庄町名喜里／ 田辺市観光振興課0739-26-9929
24･25日◆田辺祭／東陽・鬪雞神社／ 鬪雞神社0739-22-0155
最終土曜日◆熊野古道清姫まつり／中辺路総合グラウンド／ 熊野古道館0739-64-1470 

【8月】
上旬◆大塔地球元気村・大塔花火大会／鮎川・大塔水辺の楽校／ 大塔行政局0739-48-0301
8日◆ヤーヤー祭／田辺市商店街／ 田辺市商店街振興組合連合会0739-22-2900
15日◆流れ施餓鬼／下川上19:00頃／ 大塔教育事務所0739-48-0212

【10月】
下旬◆献湯祭／熊野本宮大社境内9：00～／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735

上旬◆田辺花火大会／扇ヶ浜／ 田辺観光協会・田辺市観光振興課0739-26-9929
上旬◆弁慶まつり／鬪雞神社･カッパーク･田辺市内商店街／ 田辺商工会議所0739-22-5064
上旬◆杵荒（きなら）神社奉納祭／中辺路町栗栖川･杵荒神社境内／ 熊野古道館0739-64-1470

【11月】
第1日曜日◆丹生神社祭典／龍神村東・丹生神社／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222
3日◆熊野古道絵巻行列／中辺路町高原地区／ 熊野古道館0739-64-1470
3日◆芳養八幡神社秋祭／中芳養／ 芳養八幡神社0739-23-1770
3日◆住吉踊／長野・長野八幡神社／ 田辺市観光振興課0739-26-9929
3日◆上野の獅子舞／富里･春日神社／ 大塔教育事務所0739-48-0212
3日◆野中の獅子舞／中辺路町近野地区（近野神社、継桜王子）／
　　 中辺路行政局0739-64-0500
3日◆皆瀬神社祭典／龍神村龍神・皆瀬神社／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222
3日◆荒嶋神社祭典／龍神村甲斐ノ川･荒嶋神社／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222
23日◆万呂の獅子舞／下万呂･須佐神社／ 田辺観光協会0739-26-9929
中旬◆八咫の火祭り／本宮町本宮（大斎原）／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
中旬◆田辺・弁慶映画祭／紀南文化会館／ 田辺・弁慶映画祭実行委員会0739-26-9929
中旬～下旬◆翔龍祭／龍神村／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222

（旧暦11月23日）◆三体月観月会／本宮町本宮　大日山頂付近／21:30～0:00頃
JR紀伊田辺駅から龍神バスで本宮大社前下車／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735

（旧暦11月23日）◆三体月観月会／中辺路町熊野古道（潮見峠）／21:30～0:00頃／
熊野古道館0739-64-1470

12月1日～2月末◆仙人風呂オープン／川湯温泉6:30～22:00／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
第１日曜日◆龍神温泉木の郷マラソン大会／龍神温泉／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222

【1月】
3日◆野中の獅子舞／中辺路町野中地区（継桜王子）／ 熊野古道館0739-64-1470
8日◆湯峯八日薬師祭／本宮町湯峯／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
12日◆川湯十二薬師祭／本宮町川湯／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
中旬◆仙人風呂感謝祭／本宮町川湯温泉仙人風呂／ 熊野本宮観光協会0735-42-0735
下旬◆南国紀州の雪遊び／護摩壇山／ （公社）龍神観光協会0739-78-2222

【2月】
中旬◆粥占い神事／稲成町・伊作田（いさいだ）稲荷神社／ 田辺観光協会0739-26-9929
上旬～3月上旬◆紀州石神田辺梅林／上芳養／ 紀州田辺観梅協会・田辺市観光振興課0739-26-9929

毎月のイベント
弁慶市／扇ヶ浜公園カッパーク／毎月第3日曜8：00～12：00頃

南紀みらい（株）0739（25）8230
※上記の祭・神事・イベントは2021年5月現在のものです。
　変更することもありますので、各お問い合わせ先へご確認下さい。

3月

4月

5月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

歳
時
記

田辺祭

ホタル

熊野古道清姫まつり

野中の獅子舞

八咫の火祭り

仙人風呂（川湯温泉）

南国紀州の雪遊び

熊野本宮大社例大祭

弁慶まつり

湯の峰温泉の東光寺前にある山本玄峰老師を称える「玄峰塔」。
毎年命日の6月3日にはこの前で法要が営まれます C-1

薙刀を構えた勇ましい姿で
JR紀伊田辺駅に立つ弁慶像

C-3

熊野本宮大社例大祭

八坂神社とその境内にある
「弁慶の腰掛石」

C-1C-3

合
気
道
の
創
始
者
、植
芝
盛
平
翁（
1
8
8
3

～
1
9
6
9
）は
田
辺
市
上
の
山
生
ま
れ
。

19
歳
で
修
業
の
旅
に
出
て
武
術
遍
歴
と
精
神
的

修
養
を
重
ね
つつ
、
独
自
の
武
術
を
習
得
し
ま

し
た
。
大
正
11（
1
9
2
2
）年
に
独
自
の
武
術

を「
合
気
武
術
」と
名
付
け
、日
本
だ
け
で
な
く

世
界
に
広
め
ま
し
た
。生
涯
を
通
じ
て
求
道
鍛

錬
を
重
ね
た
盛
平
翁
は
常
々
、合
気
道
と
は
相

手
と
相
和
し
て
切
磋
琢
磨
を
は
か
り
自
己
の
人

格
完
成
を
目
指
す
武
道
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

盛
平
翁
に
つい
て
の
逸
話
も
各
地
に
残
って
い
ま

す
。
田
辺
市
高
山
寺
の
道
場
に
残
る
の
は
、
盛

平
翁
が
壁
に
指
一
本
を
押
し
つ
け
た
だ
け
の
腕

に
、二
人
の
柔
道
家（
約
1
5
0
㎏
）が
ぶ
ら
下

がっ
た
と
い
う
も
の
。
盛
平
翁
70
歳
の
時
の
こ
と

で
す
。
植
芝
盛
平
翁
の
墓
は
そ
の
高
山
寺
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、令
和
2（
2
0
2
0
）年
10
月

に
扇
ヶ
浜
に
完
成
し
た
田
辺
市
立
武
道
館
に
併

設
す
る
植
芝
盛
平
記
念
館
で
は
、盛
平
翁
の
生

涯
を
学
ぶ
こ
と
や
合
気
道
の
作
法
等
も
気
軽
に

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

南方熊楠邸　南方熊楠顕彰館に隣接して現存。
問い合わせ先：南方熊楠顕彰館 0739-26-9909

よ
り
、熊
野
の
植
生
全
体
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
を
い
ち
早
く
察
し
て
い
た
た
め

と
い
わ
れ
ま
す
。
明
治
37（
１
９
０
４
）

年
か
ら
田
辺
に
住
み
、田
辺
湾
に
浮
か

ぶ
神か

島し
ま

の
保
護
を
訴
え
は
じ
め
、
野

中
の一方
杉（
継
桜
王
子
）や
那
智
原
始

林
、熊
野
古
道
の
社
叢
等
が
現
存
し
て

い
る
の
は
熊
楠
の
功
績
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
紀
州
の
生
ん
だ
巨
星
は
昭
和

16（
1
9
4
1
）年
、
田
辺
市
中
屋
敷

町
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
墓
地
は
熊

野
の
海
と
山
を
見
晴
ら
す
高こ

う

山ざ
ん

寺じ

に

あ
り
ま
す
。

田辺市立武道館の正面にある植芝盛
平像は、昭和63（1988）年に盛平翁
の生まれ故郷田辺市で、第5回国際
合気道大会が開催されたのを記念して
建てられました。
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